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論文要旨 
製造後の調整や信号処理を考慮する場合，高周波回路においてもディジタル回路との親和性の高い CMOS がコストやサ

イズの面で化合物半導体よりも有利である。高い性能を実現するには、受動素子において最適化設計が不可欠となる。ま

た設計コストを考えると自動設計が好ましい。そこで，本研究では，高いＱ値を達成しやすい伝送線路を用いたフィルタ

の最適設計に取り組んだ。フィルタの最適設計は一般的に非線形問題となる。そこで、大域的な探索に向いている遺伝的

アルゴリズム(GA)と、最適解の近傍での収束性が優れている逐次二次計画法(SQP)を組み合わせた最適化手法を用いて収束

性の向上を図った。その結果、所定の範囲内で収束性の保証された最適化が可能であることを確認した。 


